
『
金
置
要
略
』
は
、
東
洋
伝
統
医
学
の
も
っ
と
も
基
本
と
な
る
典
籍
の
一
つ
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
底
本
と
す
べ
き
版
本
に
は

い
ま
だ
定
説
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
、
『
金
置
要
略
』
を
研
究
す
る
た
め
の
第
一
前
提
と
い
え
る
が
、
そ
れ
に

は
現
存
す
る
版
本
の
掌
握
と
系
統
の
解
明
が
必
須
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
は
じ
め
て
各
版
本
の
優
劣
、
お
よ
び
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
も
正
当

な
議
論
の
根
拠
が
与
え
ら
れ
よ
う
。
よ
っ
て
筆
者
ら
は
ま
ず
『
金
置
要
略
』
の
諸
版
本
を
捜
索
し
、
近
代
以
降
未
報
告
の
古
版
二
種
を
発
見
し

（
一
）
（
一
一
）

た
。
そ
し
て
第
一
報
で
は
そ
の
一
つ
、
元
・
鄙
珍
刊
本
の
調
査
結
果
と
価
値
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
本
報
で
は
引
き
続
き
、
い
ま
一
つ
の
古
版

で
あ
る
明
・
無
名
氏
刊
本
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

（
一
二
）

か
つ
て
当
版
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
『
経
籍
訪
古
志
」
（
一
八
五
六
年
成
、
以
後
『
訪
古
志
』
と
略
）
著
録
の
多
紀
氏
聿
修
堂
蔵
本
の
み
が
知

（
四
）
（
五
）
（
六
）
（
七
）

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
明
治
以
降
は
そ
の
所
在
の
記
録
が
な
く
、
岡
西
は
『
訪
古
志
』
著
録
本
を
現
存
不
明
と
し
、
石
原
・
宮
下
も
現
存
の
版

本
中
に
当
版
を
挙
げ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
ら
は
国
外
に
も
調
査
を
重
ね
、
こ
れ
ま
で
刊
本
お
よ
び
そ
の
影
写
本
を
各
煮
一
本
ず
つ
発
見
し

た
。
さ
ら
に
両
聿
自
の
複
写
も
入
手
し
得
た
の
で
、
以
下
に
各
禽
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。
次
い
で
当
版
の
年
代
・
伝
承
・
特
徴
に
考
察
を
加

緒

言 『
金
置
要
略
』
の
文
献
学
的
研
究
（
第
二
報
）

ｌ
明
・
無
名
氏
刊
『
新
編
金
置
要
略
方
論
」
と
そ
の
版
本
系
統
Ｉ

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
五
巻
第
四
号

平
成
元
年
十
月
三
十
日
発
行

真
柳
誠
・
小
曽
戸
洋

平
成
元
年
四
月
二
十
日
受
付
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刊
本
。
分
二
冊
。
各
冊
は
縦
約
二
六
四
横
約
一
四
・
八
ｍ
の
四
つ
目
綴
。
第
一
冊
は
目
録
・
本
文
巻
上
の
順
に
綴
じ
る
が
、
宋
臣
序
全
二

葉
お
よ
び
巻
上
の
第
四
三
葉
ウ
ラ
と
第
四
四
葉
ウ
ラ
を
落
丁
す
る
。
た
だ
し
巻
上
第
四
四
葉
オ
モ
テ
は
版
心
部
分
が
断
裂
の
た
め
、
誤
っ
て
第

二
冊
の
末
尾
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
第
二
冊
は
巻
中
・
下
の
順
に
綴
じ
る
が
、
巻
中
の
第
一
葉
オ
モ
テ
と
巻
下
の
第
二
九
葉
ウ
ラ
か
ら
第
三
○

葉
・
第
三
一
葉
ま
で
を
落
丁
す
る
。
両
冊
と
も
各
処
に
破
損
・
虫
損
が
あ
り
、
と
く
に
目
録
全
葉
の
綴
り
目
に
近
い
下
方
や
、
巻
上
の
第
四
四

葉
オ
モ
テ
の
版
心
か
ら
欄
脚
・
綴
目
に
か
け
て
の
破
損
が
著
し
い
。
二
冊
と
も
に
総
裏
打
が
施
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
全
体
に
わ
た
り
朱
筆
で

句
読
点
が
打
た
れ
、
各
篇
名
・
処
方
名
の
多
く
は
上
に
○
の
円
符
号
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
所
々
に
刷
り
の
薄
い
文
字
や
、
誤
字
と

上
中
下
三
巻
。
匡
郭
は
四
周
双
辺
で
、
毎
半
葉
は
縦
約
一
八
・
三
四
横
約
一
三
・
一
面
。
有
界
。
版
心
は
白
口
で
上
下
に
黒
魚
尾
。
上
魚

尾
の
下
に
巻
次
、
下
魚
尾
の
下
に
葉
次
を
刻
す
。
宋
臣
序
（
撰
者
無
記
の
小
文
を
三
字
低
害
、
七
行
・
行
一
四
字
に
て
末
尾
に
附
刻
）
は
全
二

葉
で
、
各
半
葉
は
八
行
・
行
一
八
字
。
目
録
は
全
一
○
葉
、
巻
上
は
全
四
四
葉
。
巻
中
は
全
三
七
葉
で
あ
る
が
、
第
三
七
葉
の
オ
モ
テ
末
行
以

下
ゥ
ラ
ま
で
の
計
二
行
に
は
文
字
が
刻
さ
れ
て
い
な
い
。
巻
下
は
全
一
三
葉
。
目
録
と
巻
上
・
中
・
下
の
各
半
葉
は
、
い
ず
れ
も
一
○
行
・

行
二
○
字
。
宋
臣
序
頭
、
目
録
頭
・
尾
、
巻
上
頭
・
尾
、
巻
中
頭
、
巻
下
頭
な
ど
に
記
す
書
名
は
均
し
く
「
新
編
金
置
要
略
方
論
」
に
作
る
。

行
二
○
字
。

［
現
状
］

え
、
そ
れ
に
至
る
版
本
系
統
と
当
版
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

北
京
・
中
国
科
学
院
図
書
館
、
子
四
五
二
・
○
○
八
号
。

目
明
・

［
所
蔵
］

［
版
式
］

一
調
査
結
果

明
・
無
名
氏
刊
本
（
Ａ
本
、
図
１
左
上
）
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伶
前
人
の
見
解
と
出
版
年
代

Ａ
本
と
Ｂ
本
の
体
式
は
前
述
の
ご
と
く
同
一
で
あ
る
（
Ｂ
本
は
写
本
で
あ
る
が
、
Ａ
本
の
同
版
本
に
よ
る
影
写
本
で
あ
る
か
ら
、
以
下
総
称

（
八
）
（
九
）

し
て
当
版
と
い
う
）
。
と
こ
ろ
が
目
録
は
Ａ
本
を
「
清
初
刊
本
」
、
Ｂ
本
を
「
日
本
影
宋
写
本
」
と
記
す
。
す
る
と
Ｂ
本
を
影
写
し
た
底
本
は
宋

版
と
な
り
、
同
版
で
あ
り
な
が
ら
Ａ
本
が
清
版
と
さ
れ
る
こ
と
と
は
、
著
し
く
年
代
が
離
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
出
版
年
を
確
定
す
る
た
め
の

根
拠
と
な
る
刊
記
、
あ
る
い
は
刊
行
者
の
序
販
等
が
Ａ
・
Ｂ
本
と
も
に
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
両
者
の
鑑
定
年
代
が
相
違
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

写
本
。
料
紙
は
雁
皮
紙
。
分
二
冊
。
各
冊
は
縦
約
二
五
・
六
叫
横
約
一
六
・
七
ｍ
の
仮
綴
。
第
一
冊
に
は
宋
臣
序
・
目
録
と
本
文
の
巻

上
、
第
二
冊
に
は
本
文
の
巻
中
の
順
に
綴
じ
る
が
、
本
文
の
巻
下
（
第
三
冊
）
は
な
い
。
影
写
の
字
様
は
秀
麗
で
、
紙
魚
に
よ
る
糸
状
・
点
状

の
虫
蝕
は
あ
る
が
、
文
字
の
判
読
に
支
障
を
来
す
ほ
ど
で
は
な
い
。
蔵
書
印
記
は
宋
臣
序
第
一
葉
に
「
楊
守
敬
印
」
「
宜
都
楊
氏
蔵
書
記
」
「
猩

吾
海
外
訪
得
秘
笈
」
、
巻
中
第
一
葉
に
「
慢
吾
海
外
訪
得
秘
笈
」
が
押
さ
れ
る
。

認
め
ら
れ
た
も
の
に
対
す
る
墨
筆
で
の
訂
正
、
上
欄
・
匡
郭
内
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
。

○
明
・

［
所
蔵
］

台
北
・
故

［
版
式
］

Ａ
本
と
同
一
。

［
現
状
］

二
考
察

明
・
無
名
氏
刊
本
の
影
写
本

故
宮
博
物
院
、
故
観
○
三
四
四
二
・
○
三
四
四
三
。

（
Ｂ
本
、
図
１
右
上
）
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後
述
す
る
が
、
か
つ
て
わ
が
国
に
現
存
し
て
い
た
同
版
本
に
も
刊
記
等
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
宋
版
と
す
る
説
と
明
版
と
す
る
説
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
当
版
に
つ
い
て
は
宋
版
・
明
版
・
清
版
の
三
説
が
あ
る
の
で
、
出
版
年
代
の
検
討
な
く
し
て
そ
の
価
値
と
他
版
と
の
系
統
関
係
は

論
究
し
え
な
い
。

（
一
○
）

さ
て
近
世
以
降
、
宋
版
『
金
置
要
略
』
な
る
書
の
存
在
を
記
録
す
る
も
の
に
、
望
月
三
英
（
一
六
九
七
’
一
七
六
九
）
の
『
医
官
玄
稿
」
（
一
七

（
一
一
）

五
二
年
序
）
が
あ
る
。
し
か
し
三
英
は
、
「
現
行
の
「
金
置
要
略
』
に
は
良
い
版
本
が
少
な
い
が
、
近
頃
幸
い
に
宋
板
を
入
手
し
た
。
こ
れ
は

（
一
一
一
）

き
わ
め
て
貴
重
な
の
で
、
刻
し
て
世
に
広
め
た
い
」
と
述
べ
る
の
桑
で
、
宋
版
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
具
体
的
記
述
は
し
て
い
な
い
。
ま
た

彼
が
こ
れ
を
希
望
ど
お
り
復
刻
し
た
形
跡
も
見
ら
れ
ず
、
そ
の
「
宋
板
」
の
真
偽
や
当
版
と
の
関
連
は
不
詳
で
あ
る
。

一
方
、
江
戸
医
学
館
を
主
宰
し
た
多
紀
元
簡
（
一
七
五
四
’
一
八
一
○
）
の
聿
修
堂
も
、
「
宋
本
」
と
称
す
る
『
金
置
要
略
』
を
所
蔵
し
て

（
一
一
二
）

い
た
。
こ
れ
は
元
簡
著
の
『
金
置
要
略
輯
義
』
が
、
そ
の
総
概
末
の
識
語
（
一
八
○
六
年
記
）
に
て
、
校
勘
に
使
用
し
た
版
本
の
一
つ
に
「
宋

本
」
を
挙
げ
る
こ
と
や
、
本
文
各
処
の
校
勘
に
「
宋
本
」
の
字
句
を
引
く
こ
と
よ
り
知
れ
る
。
現
在
こ
の
多
紀
氏
聿
修
堂
旧
蔵
本
の
所
在
は
不

詳
だ
が
、
『
訪
古
志
』
が
『
金
置
要
略
』
の
筆
頭
に
掲
げ
る
「
新
編
金
置
要
略
方
論
三
巻
、
明
代
倣
宋
本
、
聿
修
堂
蔵
、
毎
版
高
六
寸
一
分
（
一

（
一
二
）

八
・
五
９
幅
四
寸
四
分
（
一
三
・
三
四
十
行
廿
字
」
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
の
こ
と
は
『
訪
古
志
』
が
以
上
に
続
け
て
引
用
し
て
い

る
、
聿
修
堂
蔵
本
に
記
入
さ
れ
て
い
た
元
簡
の
販
文
か
ら
理
解
さ
れ
る
。
当
賊
文
は
い
さ
さ
か
長
文
で
は
あ
る
が
、
考
察
の
都
合
上
、
以
下
に

る
、
聿
修
堂
蔵
本
に
記
入
↑

全
文
を
転
録
し
て
お
こ
う
。

櫟
窓
先
生
（
多
紀
元
簡
）
賊
に
曰
く
。
是
の
書
未
だ
何
朝
代
の
所
刊
た
る
か
を
知
ら
ず
。
宋
臣
の
序
中
を
閲
す
る
に
、
国
家
主
上
の
字

は
皆
撞
頭
し
て
害
し
、
開
巻
首
の
「
金
直
要
略
」
上
に
「
新
編
」
の
二
字
を
冠
す
。
林
億
等
の
言
を
孜
う
る
に
、
其
の
「
新
編
」
の
字
有

る
は
ま
さ
に
是
れ
宋
板
の
旧
な
る
べ
し
。
且
つ
詮
次
諸
臣
の
名
街
は
前
に
署
し
、
而
し
て
叔
和
仲
景
の
名
氏
は
却
っ
て
後
に
在
り
。
此
れ

古
人
修
書
経
進
の
体
式
。
流
伝
の
諸
本
に
未
だ
此
の
ご
と
き
も
の
を
見
ず
。
粛
子
木
本
は
此
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
。
前
本
の
中
巻
末
は
排
膿
湯

以
下
の
四
方
を
欠
す
。
而
し
て
此
の
書
は
排
膿
湯
よ
り
以
下
中
巻
末
に
至
る
ま
で
全
欠
す
。
且
つ
訓
字
頗
る
多
し
。
余
が
蔵
す
る
所
の
王
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氏
脈
経
は
諄
字
多
く
、
而
る
に
和
剤
局
方
・
魏
氏
家
蔵
の
類
は
則
ち
之
れ
無
し
。
蓋
し
脈
経
は
乃
ち
北
宋
の
頒
布
本
、
其
の
余
は
則
ち
南

宋
の
坊
本
に
係
る
。
此
の
書
亦
た
諄
字
無
し
。
宋
本
の
誰
字
多
き
は
胡
元
瑞
が
嘗
て
之
れ
を
論
ず
。
知
る
、
是
れ
南
宋
書
舶
の
所
刻
な
る

を
。
然
れ
ど
も
猶
、
館
閣
の
旧
を
失
わ
ざ
る
な
り
。
児
胤
、
浅
草
の
市
を
閲
し
之
れ
を
購
得
す
。
安
ん
ぞ
宝
愛
せ
ざ
る
べ
け
ん
や
。
文
化

七
（
一
八
一
○
）
年
庚
午
、
冬
十
二
月
朔
。
重
装
し
識
す
。
（
原
漢
文
）

つ
ま
り
元
簡
は
息
子
の
元
胤
（
一
七
八
九
’
一
八
二
七
）
が
浅
草
で
購
入
し
た
『
金
置
要
略
』
を
、
そ
の
版
式
お
よ
び
誤
字
の
多
さ
と
宋
帝

の
諄
を
避
け
た
文
字
が
な
い
こ
と
か
ら
、
南
宋
の
坊
刻
本
と
判
断
し
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
『
訪
古
志
』
は
当
阪
文
を
引
用
し
な
が
ら
も
、
そ

の
タ
イ
ト
ル
に
「
明
代
倣
宋
本
」
と
明
記
す
る
。
す
る
と
『
訪
古
志
』
の
編
撰
者
ら
は
後
年
、
こ
の
聿
修
堂
蔵
本
が
宋
版
で
は
な
く
明
代
の
倣

宋
版
で
あ
る
、
と
鑑
定
を
改
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
『
訪
古
志
』
の
編
撰
に
も
携
わ
っ
た
小
島
尚
真
（
一
八
二
九
’
五
七
）
は
和
刻
の
薊
橋
本
『
金
置
要
略
』
上
に
六
色
の
筆
で
、
他
の

六
版
本
に
よ
る
校
異
を
克
明
に
記
入
し
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
扉
に
は
校
異
に
使
用
し
た
六
版
本
の
解
題
を
凡
例
的
に
記
し
、
そ
の
筆
頭
に

（
一
四
）

「
明
刊
本
」
を
挙
げ
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

明
刊
本
。
医
学
所
蔵
。
毎
半
版
は
十
行
、
行
廿
字
。
序
文
は
大
言
、
八
行
、
行
十
八
字
。
四
周
双
辺
。
刊
行
歳
月
を
記
さ
ず
。
毎
巻
に

新
編
の
字
を
題
し
、
玉
函
の
字
は
無
し
。
且
つ
諸
氏
の
名
街
を
署
す
に
、
す
べ
て
前
氏
と
此
の
本
は
同
じ
。
故
に
前
輩
は
お
も
え
ら
く
宋

時
の
坊
本
な
り
と
。
今
審
か
に
す
る
に
、
明
氏
中
葉
の
所
刊
な
り
。
巻
中
の
文
字
、
調
脱
多
き
に
居
る
は
、
亦
た
概
ね
此
の
本
と
合
す
。

然
る
に
他
の
諸
本
に
比
せ
ぱ
、
ま
ま
据
る
べ
き
も
の
あ
り
。
且
つ
今
行
中
の
最
古
た
り
。
故
に
今
拠
り
て
精
対
し
、
朱
筆
を
以
て
之
を
記

ま
た
書
末
に
も
以
下
の
識
語
を
認
め
て
い
る
。

安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
歳
次
乙
卯
、
夏
四
月
廿
三
日
、
医
学
所
蔵
の
明
代
刊
本
を
以
て
校
譽
し
、
卒
業
す
。
按
ず
る
に
、
明
刊
本
は

梓
行
の
時
月
を
記
さ
ず
。
版
式
字
様
を
以
て
之
を
孜
う
る
に
、
蓋
し
明
氏
中
葉
の
所
刊
た
り
。
巻
中
の
誰
字
は
頗
る
多
し
。
然
れ
ど
も
他

す
。
（
原
漢
文
）
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の
諸
本
に
照
ら
せ
ば
、
猶
旧
裁
を
存
し
、
後
人
の
校
改
を
経
る
者
に
は
非
ず
。
此
の
故
に
今
校
す
る
に
、
顕
然
た
る
誤
字
と
錐
も
一
々
精

対
す
。
後
の
是
の
書
を
読
む
者
、
迂
を
以
て
之
を
僻
目
す
る
こ
と
勿
れ
。
尚
真
。
（
原
漢
文
）

以
上
の
各
記
述
よ
り
、
次
の
事
実
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
①
元
簡
の
い
う
「
宋
本
」
と
『
訪
古
志
』
の
「
聿
修
堂
蔵
・
明
代
倣

（
一
五
）

宋
本
」
、
ま
た
尚
真
の
い
う
医
学
（
江
戸
医
学
館
）
所
蔵
の
「
明
刊
本
」
は
す
べ
て
同
一
書
を
指
し
て
い
る
こ
と
。
②
『
訪
古
志
』
と
尚
真
の
記

す
版
式
そ
の
他
の
特
徴
は
、
Ａ
・
Ｂ
本
の
そ
れ
と
完
全
に
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
訪
古
志
』
著
録
本
と
Ａ
本
は
同
版
本
、
Ｂ
本
は
そ
の
影

写
本
で
あ
る
こ
と
。
③
当
版
に
誤
字
は
多
い
が
、
元
簡
・
尚
真
は
意
図
的
校
訂
が
加
え
ら
れ
ず
旧
態
も
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
と
認
め
、
ま
た

『
訪
古
志
』
は
そ
の
底
本
を
宋
版
と
判
断
し
て
い
た
こ
と
。
④
当
版
の
出
版
年
代
を
元
簡
は
南
宋
と
し
た
が
、
『
訪
古
志
』
は
明
代
、
さ
ら
に
尚

真
は
版
式
と
字
様
を
根
拠
に
明
代
中
期
の
刊
本
と
鑑
定
し
て
い
た
こ
と
。

ま
ず
①
と
②
か
ら
、
Ａ
・
Ｂ
本
は
「
宋
本
」
「
明
代
倣
宋
本
」
「
明
刊
本
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
多
紀
氏
聿
修
堂
、
つ
ま
り
江
戸
医
学
館
に
架
蔵

さ
れ
て
い
た
言
と
同
版
で
あ
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
た
。
③
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
当
版
の
版
本
系
統
で
考
察
す
る
。
④
に
つ
い
て
は
、
鑑
識

（
一
一
ハ
）

眼
に
優
れ
た
『
訪
古
志
』
の
編
纂
者
ら
が
判
断
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
明
代
中
期
の
刊
本
と
見
る
の
が
も
っ
と
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
考

（
一
七
）

究
す
れ
ば
、
日
中
を
代
表
す
る
中
国
書
誌
学
者
の
長
沢
規
矩
也
お
よ
び
昌
彼
得
の
言
か
ら
詮
て
、
当
版
の
版
式
は
明
の
正
徳
・
嘉
靖
間
（
一
五

○
六
’
六
六
）
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
字
様
も
嘉
靖
年
間
頃
の
そ
れ
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
先
に
引
用
し
た
Ａ
本
を
「
清
初
刊
本
」
、

Ｂ
本
を
「
日
本
影
宋
写
本
」
と
す
る
見
解
は
、
い
ず
れ
も
修
正
の
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
刊
行
者
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
不
詳
な
の
で
、
筆
者

は
当
版
を
明
・
無
名
氏
刊
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

口
伝
承
経
緯
と
現
状

そ
の
一
Ａ
本
に
つ
い
て

Ａ
本
に
は
元
簡
の
陵
文
、

あ
る
い
は
多
紀
氏
聿
修
堂
や
江
戸
医
学
館
な
ど
の
蔵
書
印
記
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
訪
古
志
」
著
録
本
と
同
版
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一
方
、
そ
の
現
状
は
調
査
結
果
に
記
し
た
ご
と
く
全
二
冊
に
綴
じ
、
第
一
冊
は
本
来
そ
の
頭
に
あ
る
べ
き
宋
臣
序
と
、
末
尾
に
あ
る
べ
き
上

巻
末
の
第
四
三
葉
ウ
ラ
と
四
四
葉
ウ
ラ
を
落
丁
す
る
。
ま
た
本
来
は
宋
臣
序
の
次
に
あ
り
現
状
は
第
一
冊
の
頭
に
あ
る
目
録
も
、
全
体
に
わ
た

り
破
損
が
著
し
い
。
第
二
冊
も
本
来
そ
の
頭
に
あ
る
べ
き
中
巻
第
一
葉
オ
モ
テ
と
、
末
尾
に
あ
る
べ
き
下
巻
末
の
第
二
九
葉
ウ
ラ
以
下
を
落
丁

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
各
冊
の
頭
と
末
尾
が
破
損
な
ど
で
脱
落
す
る
の
は
、
長
年
の
伝
承
を
経
た
冊
子
本
と
し
て
と
く
に
珍
し
く
な
い
。
た

だ
し
そ
れ
ら
以
外
に
落
丁
は
な
い
の
で
、
Ａ
本
は
以
前
よ
り
現
状
と
同
様
に
綴
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
両
冊
の
前
後
が
表
紙
と

も
ど
も
脱
落
し
た
後
、
総
裏
打
ち
が
施
さ
れ
、
そ
の
上
に
新
た
に
表
紙
が
掛
け
ら
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

と
は
い
え
、
別
本
た
る
こ
‐

ん
ど
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

も
ど
も
脱
落
し
た
後
、
総
裏

そ
の
二
Ｂ
本
に
つ
い
て

Ｂ
本
の
料
紙
は
日
本
の
象
に
産
し
、
ト
レ
ー
ス
に
適
し
た
薄
様
の
雁
皮
紙
で
あ
る
。
つ
ま
り
日
本
に
て
影
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
蔵

書
印
記
か
ら
楊
守
敬
（
一
八
三
九
’
一
九
一
五
）
の
旧
蔵
書
と
知
れ
る
が
、
他
の
印
記
や
書
き
込
み
な
ど
は
な
い
。
な
ら
ば
守
敬
が
来
日
し
て

（
一
八
）

い
た
、
明
治
十
三
’
十
七
（
一
八
八
○
’
八
四
）
年
間
の
旧
江
戸
医
学
館
関
係
者
と
の
交
際
か
ら
み
て
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
協
力
を
得
て
こ
の

Ｂ
本
を
入
手
。
な
い
し
は
『
訪
古
志
』
著
録
本
か
ら
直
接
に
影
写
し
た
か
、
そ
の
精
写
本
か
ら
再
影
写
し
た
の
が
Ｂ
本
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
守
敬
が
没
後
の
民
国
十
七
（
一
九
二
八
）
年
、
他
の
蔵
書
と
一
括
し
て
北
京
の
故
宮
博
物
院
へ
収
蔵
さ
れ
、
同
三
十
八
（
一
九
四
九
）
年
に

台
湾
へ
移
転
。
同
五
十
七
（
一
九
六
八
）
年
よ
り
現
在
の
台
北
・
故
宮
博
物
院
が
架
蔵
す
る
に
至
っ
た
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

ち
な
み
に
楊
守
敬
が
光
緒
二
十
七
（
一
九
○
一
）
年
に
出
版
し
た
『
留
真
譜
初
編
』
に
は
、
『
金
置
要
略
』
の
書
影
が
三
種
収
録
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
い
ず
れ
も
説
明
を
欠
く
た
め
版
種
は
不
詳
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
ら
は
そ
の
一
種
が
部
珍
本
で
あ
る
こ
と
を
第
一
報
に
て
指
摘
し
た
。

（
一
九
）
（
二
○
）

さ
ら
に
い
ま
一
つ
の
書
影
（
図
１
下
）
を
見
る
と
、
図
１
右
上
・
左
上
と
同
版
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
留
真
譜
』
所
録
害
影
の
一
つ
は
Ｂ
本

系
統
の
明
・
無
名
氏
本
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
た
理
由
も
こ
れ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
事
実
は
、
Ａ
・
Ｂ
本
が

別
本
た
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
し
か
し
Ａ
本
が
中
国
科
学
院
図
書
館
へ
収
蔵
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
筆
者
ら
は
ほ
と
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と
こ
ろ
が
多
紀
元
堅
（
一
七
九
五
’
一
八
五
七
）
の
弟
子
で
あ
る
豊
田
省
吾
は
、
『
金
置
要
略
輯
義
』
な
ど
に
従
い
校
訂
し
た
『
（
新
校
）
新

（
二
三
）
（
二
四
）

編
金
置
要
略
方
論
』
（
一
八
五
三
年
初
刊
）
に
て
、
そ
の
三
篇
に
つ
い
て
も
「
（
倣
）
宋
本
」
に
よ
る
校
異
を
し
て
い
る
。
ま
た
校
異
の
字
句
は

い
ず
れ
も
Ａ
本
と
一
致
し
、
か
つ
他
に
同
一
字
句
の
版
本
は
な
い
。
さ
ら
に
小
島
尚
真
も
、
前
述
の
六
色
の
手
校
本
に
て
同
様
の
校
異
を
し
て

い
る
。
な
ら
ば
当
該
部
分
の
三
篇
は
、
も
と
も
と
『
訪
古
志
』
著
録
本
に
存
在
し
て
い
た
に
相
違
な
か
ろ
う
。
こ
れ
は
同
本
を
『
訪
古
志
』
が

（
四
）

「
新
編
金
置
要
略
方
論
、
三
巻
」
、
『
踏
寿
館
医
籍
備
孜
』
が
「
三
巻
一
冊
」
、
と
記
録
す
る
こ
と
か
ら
も
傍
証
さ
れ
う
る
。
と
す
る
と
Ｂ
本
が

下
巻
を
欠
く
の
は
、
日
本
に
て
影
写
さ
れ
た
後
、
故
宮
に
入
る
一
九
一
三
一
年
ま
で
の
間
に
脱
落
し
た
。
あ
る
い
は
何
ら
か
の
理
由
で
、
そ
も
そ

も
下
巻
の
象
は
写
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
Ａ
・
Ｂ
本
そ
れ
ぞ
れ
は
欠
落
は
あ
る
が
、
幸
い
両
本
を
合
わ
せ
る
と
明
・
無
名
氏
刊
本
は
ほ
ぼ
完
全
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で

も
巻
下
末
尾
の
約
二
葉
分
が
欠
け
て
し
ま
う
の
は
い
さ
さ
か
残
念
で
あ
る
。

え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
一
九
三
二
年
の
時
点
で
、
す
で
に
Ｂ
本
に
は
下
巻
が
欠
け
て
い
た
。
一
方
、
そ
の
底
本
た
る
『
訪
古
志
』
著
録
本
に
つ
い
て
、
多
紀

（
一
二
一
）
（
一
一
一
一
）

元
簡
は
『
金
置
要
略
輯
義
』
総
概
末
の
識
語
に
「
宋
本
。
不
載
雑
療
以
下
」
、
と
注
記
し
て
い
る
。
ま
た
本
文
で
も
下
巻
の
雑
療
方
第
一
三
以

下
の
三
篇
に
は
、
「
宋
本
」
に
よ
る
校
異
が
見
え
な
い
。
す
る
と
「
訪
古
志
』
著
録
本
は
、
下
巻
末
尾
の
三
篇
が
欠
落
し
て
い
た
可
能
性
も
考

『
訪
古
志
』
著
録
本
と
同
版
で
あ
る
こ
と
の
具
体
的
な
確
証
で
も
あ
る
。

そ
の
三
Ｂ
本
と
『
訪
古
志
』
著
録
本
の
関
係

さ
て
Ｂ
本
に
は
第
一
冊
の
序
・
目
録
・
上
巻
、
お
よ
び
第
二
冊
の
中
巻
と
も
に
落
丁
が
な
い
。
し
か
し
下
巻
を
欠
く
。
そ
し
て
楊
守
敬
の
旧

（
一
一
一
）

蔵
書
が
、
北
京
の
故
宮
博
物
院
へ
収
蔵
後
の
民
国
二
十
一
（
一
九
三
二
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
守
敬
の
「
観
海
堂
書
目
』
も
、
Ｂ
本
を
「
存
上
中

二
巻
二
冊
」
と
記
録
し
て
い
る
。
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そ
の
一
北
宋
版
の
旧
態

北
宋
政
府
に
よ
る
『
金
置
要
略
』
の
祖
刊
本
に
は
、
通
行
本
に
な
い
以
下
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
、
筆
者
ら
は
第
一
報
に
て
指
摘
し
て
お
い

た
。
す
な
わ
ち
、
④
書
名
に
「
新
編
」
の
二
字
を
冠
す
る
こ
と
。
⑤
宋
臣
序
に
続
け
、
低
書
で
撰
者
無
記
の
小
文
を
附
刻
す
る
こ
と
。
＠
宋
臣

序
の
書
式
は
、
文
中
で
も
っ
と
も
敬
畏
す
べ
き
「
主
上
（
天
子
）
」
を
改
行
し
て
行
頭
に
置
く
平
撞
で
記
し
、
こ
れ
に
次
ぐ
「
国
家
」
「
太
子
（
皇

子
）
」
に
つ
い
て
は
そ
の
上
の
一
宇
分
に
文
字
を
記
さ
な
い
空
格
と
す
る
こ
と
。
④
本
文
各
巻
頭
で
書
名
の
次
に
記
さ
れ
る
撰
編
者
名
を
、
林

億
・
王
叔
和
・
張
仲
景
の
順
に
配
列
し
、
通
行
諸
版
の
順
次
と
正
反
対
で
あ
る
こ
と
。
、
本
文
全
体
は
そ
の
書
式
に
よ
り
、
宋
臣
ら
が
底
本
に

用
い
た
原
写
本
の
文
章
と
、
他
の
方
書
か
ら
採
録
し
た
文
章
を
区
別
す
る
こ
と
。
以
上
の
五
点
で
あ
る
。
当
版
に
つ
い
て
多
紀
元
簡
の
政
文
は

③
＠
⑥
の
三
点
を
指
摘
す
る
が
、
さ
ら
に
⑥
＠
の
二
点
も
備
わ
っ
て
い
る
。
森
立
之
（
一
八
○
七
’
八
五
）
が
そ
の
著
『
金
置
要
略
孜
注
』
に

（
二
五
）

て
、
原
文
は
和
刻
の
前
橋
本
に
拠
る
が
体
式
は
当
版
が
正
し
い
、
と
す
る
の
は
お
そ
ら
く
こ
の
理
由
に
よ
ろ
う
。
な
お
上
述
の
全
特
徴
を
持
つ

の
は
、
他
に
都
珍
本
が
唯
一
で
あ
る
。
た
だ
し
前
報
に
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
都
珍
本
の
書
名
に
「
要
略
」
の
二
字
を
欠
く
点
は
、
決
し
て
北

宋
版
の
旧
態
で
は
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
点
に
限
れ
ば
、
当
版
は
部
珍
本
よ
り
も
北
宋
版
の
原
形
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

白
無
名
氏
本
の
特
徴

こ
の
無
名
氏
本
に
は
前
報
の
都
珍
本
と
同
様
、
現
在
通
行
し
て
い
る
諸
版
本
に
見
え
な
い
特
徴
が
多
い
。
そ
こ
で
各
特
徴
を
以
下
に
列
挙

し
、
各
為
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
当
版
の
版
本
系
統
と
価
値
を
考
察
す
る
前
段
と
し
た
い
。

そ
の
二
薊
橋
本
と
の
共
通
特
徴

（
一
一
《
ハ
）

明
・
嘉
靖
年
間
（
一
五
三
一
’
六
六
）
の
前
橋
が
序
刊
し
た
、
い
わ
ゆ
る
繭
橋
本
『
金
置
要
略
』
と
こ
の
無
名
氏
本
は
、
年
代
が
接
近
す
る

の
み
な
ら
ず
、
他
の
版
本
に
な
い
以
下
の
際
立
っ
た
特
徴
を
共
有
し
て
い
る
。
第
一
に
主
治
条
文
の
末
尾
に
て
個
々
の
処
方
名
を
「
後
方
」
と

（
二
七
）

略
称
し
、
「
用
後
方
主
之
」
「
用
後
方
」
な
ど
に
作
る
部
位
が
一
致
す
る
こ
と
。
第
二
に
本
来
あ
る
べ
き
文
字
が
版
木
中
で
彫
ら
れ
ず
、
黒
く
印

（
二
八
）

刷
さ
れ
る
部
位
な
ど
が
一
致
す
る
こ
と
。
第
三
に
前
後
か
ら
み
て
明
ら
か
に
鄙
珍
本
に
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
る
文
字
を
、
意
味
が
不
通
と
な
る

『
金
置
要
略
』
と
こ
の
無
名
氏
本
は
、
年
代
が
接
近
す
る

に
主
治
条
文
の
末
尾
に
て
個
々
の
処
方
名
を
「
後
方
」
と

に
本
来
あ
る
べ
き
文
字
が
版
木
中
で
彫
ら
れ
ず
、
黒
く
印
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以
下
（
ａ
文
）
か
ら
末
尾
ま
で
は
残
存

『
念
橋
本
』
巻
中
第
三
六
葉
オ
モ
テ

類
似
し
た
字
形
の
文
字
に
作
る
部
位
が
両
者
で
一
致
す
る
こ
と
。
た
と
え
ば
「
乙
」
を
「
九
」
、
「
眠
」
を
「
服
」
、
「
有
」
を
「
者
」
、
「
及
」
を

（
二
九
）

「
文
」
、
「
加
」
を
「
四
」
、
「
甘
」
を
「
言
」
、
「
遅
」
を
「
運
」
、
「
肺
」
を
「
豚
」
、
「
舌
」
を
「
右
」
等
為
で
あ
る
。

第
四
に
元
簡
も
指
摘
す
る
が
、
無
名
氏
本
と
煎
橋
本
と
は
そ
れ
ぞ
れ
、
か
な
り
の
文
章
を
一
括
し
て
欠
刻
す
る
点
で
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち

無
名
氏
本
は
巻
中
末
尾
の
第
三
七
葉
オ
モ
テ
に
て
、
第
十
八
篇
の
排
膿
散
方
の
い
わ
ゆ
る
「
方
後
の
指
示
」
（
以
下
、
「
方
後
」
と
略
）
ま
で
を
、

（
三
○
）

左
記
の
書
式
に
て
刻
す
（
Ｉ
は
匡
郭
を
示
す
）
。
し
か
し
、
そ
の
末
行
の
第
一
○
行
と
同
葉
の
ウ
ラ
は
匡
郭
と
罫
線
の
桑
で
、
文
字
が
刻
入
さ
れ

な
い
白
紙
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
無
名
氏
本
は
そ
れ
以
降
、
巻
中
末
篇
の
第
十
九
篇
末
尾
ま
で
の
全
文
を
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
無
名
氏
本
』
巻
中
第
三
七
葉
オ
モ
テ

第
五
に
右
記
の
よ
う
に
刻
さ
れ
た
無
名
氏
本
と
諒
橋
本
の
排
膿
散
方
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
字
詰
の
相
違
で
改
行
部
分
こ
そ
異
な
る
が
、
そ
の
計

ま
た
前
橋
本
も
排
膿
散
の
方
後
ま
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
を
欠
落
す
る
の
は
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
第
十
九
篇
の
途
中
で
あ
る
「
姻
厭
者
…
」

（
一
二
一
）

下
（
ａ
文
）
か
ら
末
尾
ま
で
は
残
存
し
、
こ
れ
を
排
膿
散
方
後
の
次
行
よ
り
左
記
の
書
式
に
て
連
続
し
て
刻
入
し
て
い
る
。

ａ
文

．
：
…
・
・
・
…
…
：
…
…
…
．
（
前
よ
り
続
く
）

右
三
味
杵
為
散
取
鶏
子
黄
一
枚
以
薬
散
与
鶏

黄
相
等
撰
和
煎
如
薄
粥
温
服
一
升
差
即
止

一
一
》
（
こ
の
行
よ
り
以
下
、
ウ
ラ
も
未
刻
）

！

…
…
・
…
…
…
．
．
（
前
よ
り
続
く
）

右
三
味
杵
為
散
取
鶏
子
黄
一
枚
以
薬
散
与
鶏
黄

相
等
操
和
煎
如
薄
粥
温
服
一
升
差
即
止

姻
厭
者
…
．
．
…
：
…
・
…
．
：
…
・
…
・
…
．
：
…
・
…
：
…
・
・
・
…
：

．
：
…
…
・
…
：
：
…
・
・
・
・
（
以
下
、
巻
中
末
尾
ま
で
続
く
） ’
’ 第

七
行

第
八
行

第
九
行

第
一
○
（
末
）
行

第
一
行

第
二
行

第
三
行

第
四
行
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三
三
字
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
・
と
こ
ろ
が
鄙
珍
本
な
ど
他
の
版
本
は
こ
れ
が
計
一
三
一
字
で
、
前
半
「
右
三
味
杵
為
散
取
鶏
子
黄
一
枚
以
薬

散
与
鶏
黄
相
等
撰
」
ま
で
の
一
二
字
（
ｂ
文
）
の
み
一
致
し
、
後
半
は
ま
っ
た
く
違
う
文
章
で
一
致
し
な
い
。
す
な
わ
ち
鄙
珍
本
な
ど
の
後
半
は

「
和
令
相
得
飲
和
服
之
日
一
服
」
の
二
字
（
Ｃ
文
）
で
あ
る
が
、
無
名
氏
本
・
念
橋
本
は
「
和
煎
如
薄
粥
温
服
一
升
差
即
止
」
の
一
二
字
（
ｄ

（
一
二
一
一
）

文
）
に
作
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
一
致
す
る
部
位
と
相
違
す
る
部
位
を
鄙
珍
本
の
位
置
で
み
る
と
、
左
記
の
書
式
に
て
刻
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
三
版
本
の
比
較
か
ら
、
次
の
事
実
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
つ
ま
り
本
来
の
排
膿
散
方
後
は
、
鄙
珍
本
の
よ
う
に
ｂ
文
か
ら
Ｃ
文
に
連
続

す
る
計
三
二
字
が
正
し
い
こ
と
。
と
こ
ろ
が
無
名
氏
本
と
煎
橋
本
は
い
ず
れ
も
、
ち
ょ
う
ど
都
珍
本
の
第
二
五
葉
全
文
に
相
当
す
る
文
章
を
欠

落
し
て
い
る
こ
と
。
そ
の
た
め
違
う
処
方
（
甘
草
粉
蜜
湯
）
の
方
後
の
後
半
で
あ
る
ｄ
文
が
ｂ
文
に
連
結
し
、
計
三
三
字
の
別
な
文
章
と
な
っ

『
部
珍
本
』

ｂ
文

ad

文文

C

‐、-ｴー
===l

－11
’

（
以
下
、
続
く
が
中
略
）
ｌ

右
三
味
以
水
三
升
先
煮
甘
草
取
二
升
去
津
内
粉
蜜
攪
令
一
一
ウ
ラ
第
二
一
（
末
）
行

和
煎
如
薄
粥
温
服
一
升
差
即
止

蛆
厭
者
．
…
・
…
・
・
・
…
…
…
．
．
：
・
・
…
・
…
・
・
・
：
…
…
：
…
…
。
：
．
…
・
・

…
…
・
・
・
…
…
：
．
…
．
：
．
．
：
．
…
．
（
以
下
、
巻
中
末
尾
ま
で
続
く
）

巻
中
第
二
四
葉
ウ
ラ

・
・
…
…
・
…
…
・
・
・
…
・
・
・
…
・
・
・
・
…
・
・
（
前
よ
り
続
く
）

右
三
味
杵
為
散
取
鶏
子
黄
一
枚
以
薬
散
与
鶏
黄
相
当
榛

同
第
二
五
葉

同
第
二
六
葉
オ
モ
テ

和
令
相
得
飲
和
服
之
日
一
服

’

11
1 －

第
一
二
行

第
一
三
（
末
）
行

第
一
行

第
二
行

オ
モ
テ
第
一
行
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四
無
名
氏
本
に
至
る
版
本
系
統
と
価
値

そ
の
一
無
名
氏
本
・
命
橋
本
の
関
係
と
両
者
の
底
本

こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
無
名
氏
本
が
訂
橋
本
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
り
、
さ
ら
に
何
の
系
統
に
由
来
す
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
い

ず
れ
か
一
方
が
他
方
を
底
本
に
翻
刻
し
て
い
る
可
能
性
を
、
ま
ず
疑
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に

巻
中
末
尾
の
欠
落
状
況
が
薊
橋
本
は
一
段
階
で
あ
り
、
無
名
氏
本
は
二
段
階
で
あ
る
こ
と
。
し
た
が
っ
て
無
名
氏
は
命
橋
本
を
底
本
に
翻
刻

し
、
そ
の
際
に
ａ
文
以
下
を
ふ
た
た
び
欠
落
し
た
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
し
前
述
し
た
北
宋
版
の
旧
態
ほ
か
の
保
存
度
に
つ
い
て
承
る
と
、
薊

（
一
二
一
二
）

橋
本
は
無
名
氏
本
よ
り
は
る
か
に
劣
っ
て
い
た
。
当
然
そ
の
よ
う
な
状
態
を
底
本
に
し
て
も
、
無
名
氏
本
に
見
え
る
宋
版
な
ど
の
旧
が
生
れ
よ

（
三
四
）

う
は
ず
は
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
可
能
性
は
否
定
さ
れ
う
る
。

な
ら
ば
逆
の
可
能
性
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
前
橋
が
無
名
氏
本
を
翻
刻
す
る
際
、
前
述
の
ａ
文
以
下
を
別
な
も
の

か
ら
補
足
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
前
の
一
葉
分
に
相
当
す
る
大
幅
な
欠
落
は
補
足
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
排
膿
散
方

（
三
五
）
（
三
六
）

後
の
錯
簡
も
や
は
り
訂
正
さ
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
無
名
氏
本
に
は
、
命
橋
本
と
一
致
し
な
い
明
ら
か
な
誤
字
や
欠
字
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

と
こ
ろ
が
愈
橋
は
そ
れ
ら
の
柔
を
訂
正
し
、
先
に
述
べ
た
両
者
に
共
通
の
省
略
や
、
明
ら
か
な
誤
字
・
欠
字
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
、
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
不
自
然
な
状
態
が
同
時
に
起
き
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
。
つ
ま
り
前
橋
が
無
名
氏
本
を
翻
刻
し
た
可

て
い
る
こ
と
。
ま
た
方
後
ば
か
り
で
な
く
、
部
珍
本
の
ｂ
文
ま
で
と
ｄ
文
以
下
を
連
続
し
て
刻
す
と
、
ま
さ
し
く
繭
橋
本
の
体
裁
に
な
る
こ

と
。
一
方
、
無
名
氏
本
は
前
橋
本
の
体
裁
で
ｄ
文
ま
で
を
残
し
、
ａ
文
以
下
を
も
う
一
度
欠
刻
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
に
掲
げ
た
無
名
氏
本
・
雨
橋
本
に
共
通
す
る
五
特
徴
は
、
両
者
よ
り
刊
行
の
早
い
部
珍
本
に
は
見
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
も
と
よ
り

北
宋
の
祖
刊
本
に
そ
れ
ら
混
乱
が
あ
ろ
う
は
ず
も
な
く
、
そ
の
後
の
伝
承
経
緯
に
起
因
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
当
混
乱
の
発

生
し
た
あ
る
段
階
以
降
の
系
統
か
ら
、
無
名
氏
本
と
命
橋
本
が
派
生
し
て
い
る
こ
と
を
十
分
に
確
証
さ
せ
よ
う
。

当
昌
込
可
｝
し
Ｄ
↓
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結
局
、
無
名
氏
本
も
前
橋
本
も
相
互
に
直
接
の
関
係
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
両
者

は
、
前
述
の
ご
と
く
宋
版
以
降
の
あ
る
段
階
の
混
乱
に
起
因
す
る
特
徴
を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
両
者
の
底
本
に
も
そ
れ
ぞ

れ
前
述
の
混
乱
が
共
通
し
て
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
両
者
の
特
徴
が
一
致
す
る
、
と
解
釈
す
る
以
外
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
り
え
な
い
。
つ
ま
り

両
者
の
底
本
は
同
系
統
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
刊
本
な
い
し
写
本
の
共
通
祖
版
か
ら
派
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
『
金
置

要
略
』
の
存
在
は
か
つ
て
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
共
通
祖
版
を
、
と
り
あ
え
ず
ｘ
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
論
を
進
め
て
桑
よ
う
。

そ
の
二
ｘ
本
の
年
代
と
部
珍
本
と
の
関
係

ｘ
本
の
下
限
年
代
は
当
然
、
無
名
氏
本
や
前
橋
本
以
前
と
な
る
。
し
か
し
上
限
年
代
に
つ
い
て
は
、
ｘ
本
系
と
部
珍
本
の
双
方
に
底
本
関
係

が
あ
る
か
否
か
の
検
討
な
し
で
は
究
明
し
え
な
い
。
ま
ず
ｘ
本
系
か
ら
部
珍
本
が
派
生
し
た
可
能
性
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ｘ
本
系
の
無
名
氏

本
・
念
橋
本
に
共
通
の
五
特
徴
は
、
前
述
の
よ
う
に
鄙
珍
本
に
い
っ
さ
い
な
い
の
で
、
こ
の
仮
定
は
否
定
さ
れ
る
。
す
る
と
、
都
珍
本
系
か
ら

ｘ
本
が
派
生
し
た
可
能
性
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

前
報
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
北
京
大
学
図
書
館
に
唯
一
現
存
す
る
都
珍
本
は
、
元
末
・
明
初
頃
の
修
印
本
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
補
刻
部
以

外
の
版
木
は
か
な
り
摩
滅
し
て
い
た
ら
し
く
、
刷
り
の
不
鮮
明
な
文
字
が
多
い
。
こ
れ
ら
不
鮮
明
な
文
字
を
無
名
氏
本
・
前
橋
本
で
見
る
と
、

（
三
七
）
（
三
八
）
（
三
九
）

一
部
に
は
一
致
し
て
未
刻
の
空
白
に
作
る
例
。
そ
の
字
を
除
き
、
前
後
を
連
続
し
て
刻
す
例
。
字
形
の
類
似
し
た
明
ら
か
な
誤
字
に
作
る
例
、

（
四
○
）

な
ど
が
発
見
さ
れ
る
。
ま
た
都
珍
本
・
無
名
氏
本
・
愈
橋
本
に
は
、
一
致
し
た
部
位
で
薬
量
の
記
載
や
方
後
の
文
章
を
明
ら
か
に
欠
落
す
る

（
四
一
）

例
。
目
録
の
一
カ
所
で
の
承
丸
を
圓
に
作
り
「
八
味
圓
」
と
表
記
す
る
例
。
「
生
薑
」
「
乾
薑
」
を
全
書
に
わ
た
り
俗
字
の
「
生
姜
」
「
乾
姜
」

（
四
二
）

に
作
る
例
、
な
ど
が
共
通
し
て
発
見
さ
れ
る
。
他
方
、
先
の
考
察
で
知
ら
れ
た
よ
う
に
、
す
で
に
ｘ
本
の
段
階
で
巻
中
の
文
章
が
一
括
し
て
脱

落
し
て
い
た
。
か
つ
そ
の
部
分
は
鄙
珍
本
・
巻
中
第
二
五
葉
の
、
ち
ょ
う
ど
全
文
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
一
致
は
、
ｘ
本
の
主
た
る
底
本
が
都
珍
本
で
あ
る
こ
と
。
ｘ
本
の
底
本
に
用
い
ら
れ
た
都
珍
本
は
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
本
と
同

能
性
も
、
同
じ
く
否
定
さ
れ
う
る
。
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一
方
、
部
珍
本
の
書
名
は
「
要
略
」
の
二
字
を
欠
き
、
「
新
編
金
置
方
論
」
に
作
る
。
と
こ
ろ
が
無
名
氏
本
・
爾
橋
本
は
、
と
も
に
「
新
編

金
置
要
略
方
論
」
に
作
る
の
で
、
ｘ
本
の
書
名
も
同
じ
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
ｘ
本
は
、
書
名
に
お
い
て
都
珍
本
を
踏
襲
し
な
か
っ
た

（
一
一
）

ら
し
い
。
そ
し
て
前
報
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
北
宋
ｌ
金
初
間
の
通
行
版
も
書
名
を
「
新
編
金
置
要
略
方
論
」
に
作
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

か
つ
都
珍
本
に
見
え
る
明
ら
か
な
誤
字
や
嫌
疑
の
持
た
れ
る
字
句
を
、
無
名
氏
本
・
蔀
橋
本
は
稀
に
一
致
し
て
妥
当
性
の
認
め
ら
れ
る
字
句
に

（
四
四
）

作
る
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
ｘ
本
の
一
部
に
、
鄙
珍
本
と
別
の
版
本
が
参
照
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
必
ず
し
も
否
定
で
き
な
い
。
し

か
し
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
ｘ
本
は
主
た
る
底
本
と
し
た
部
珍
本
の
落
丁
・
欠
字
や
不
鮮
明
な
文
字
な
ど
を
、
別
の
版
本
で
十
分
に
校
正

し
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
版
本
が
使
用
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
医
学
と
文
字
に
つ
い
て
通
常
の
知
識
が
ｘ
本
の

編
刊
者
に
あ
れ
ば
、
鄙
珍
本
の
字
句
を
偶
然
上
述
の
よ
う
に
改
め
る
の
も
、
あ
な
が
ち
不
可
能
で
は
な
か
ろ
う
。

と
も
あ
れ
無
名
氏
本
と
前
橋
本
は
ｘ
本
に
由
来
し
、
ま
た
ｘ
本
は
主
に
都
珍
本
に
由
来
し
て
い
た
。
都
珍
本
を
実
見
し
て
い
な
い
多
紀
元
簡

や
小
島
尚
真
は
、
そ
れ
ゆ
え
意
図
的
改
訂
が
少
な
い
無
名
氏
本
を
通
し
、
鄙
珍
本
に
保
存
さ
れ
る
北
宋
版
の
旧
態
を
垣
間
見
て
い
た
の
で
あ

（
四
五
）

る
。
し
た
が
っ
て
無
名
氏
本
を
倣
宋
版
と
す
る
『
訪
古
志
』
の
鑑
定
も
、
こ
こ
に
修
正
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

様
、
印
刷
の
一
部
が
不
鮮
明
で
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
巻
中
の
第
二
五
葉
が
落
丁
し
て
い
た
こ
と
を
、
十
分
に
確
証
さ
せ
よ
う
。
と
同
時
に
ｘ
本

の
年
代
は
、
広
く
ぶ
て
上
限
が
鄙
珍
本
成
立
の
一
三
四
○
年
以
後
、
下
限
が
無
名
氏
本
の
正
徳
・
嘉
靖
間
（
一
五
○
六
’
六
六
年
）
頃
以
前
、

の
年
代
は
、
広
く
ぶ
て
上
限
が
鄙
込

（
四
三
）

と
確
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

（
二
）
当
版
は
明
の
中
期
お
よ
そ
正
徳
・
嘉
靖
間
頃
に
無
名
氏
が
刊
行
し
た
も
の
で
、
現
存
本
中
で
は
鄙
珍
本
に
次
ぐ
古
版
と
認
め
ら
れ

（
一
）
筆
者
ら
の
調
査
に
よ
り
、
多
壷

の
刊
本
が
北
京
に
発
見
さ
れ
た
。

総
括

多
紀
氏
聿
修
堂
（
江
戸
医
学
館
）
の
旧
蔵
書
に
基
づ
く
影
写
本
が
台
北
に
、
ま
た
別
本
で
は
あ
る
が
同
版
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北宋・校正医書局刊本（1066年刊，大字，失）

北宋・国子監刊本（1096年頃刊，小字，失）

？…･････…･……･････…･･･……・・

元・部珍刊本（1340年序宋版の旧＠⑥＠④＠を保持，字句の一部を欠刻）；

鄙珍本（元末・明初頃重印，巻上・第3と4葉を補刻，存）

↓

現・北京大学図書館蔵本（巻中・第25葉を落丁）

X本（1340年以後，1506～66年以前刊？写？，書名『新編金置要略方論』，錯簡．省略．
誤字・欠字，失）

｜
(巻中・末葉を落丁）

’
明・無名氏刊本（1506～66年頃刊，明・前橋刊本（1522～66年頃刊
誤字・欠字，存）⑥＠、を欠，存・影印本）

↓ ↓

(序文ほかを落丁）多紀氏旧蔵本-→(影写，巻下を欠）

↓ 44

現北京・中国科学院図書館蔵本(A本）失？現台北。故宮博物院蔵本(B本）

図2無名氏本に至る版本系統と変容の経緯

謝
辞

本
調
査
に
あ
た
り
多
大
な
る
便
宜
を
は
か
ら
れ
た
北
京
・
中
国
科

た
。

（
三
）
当
版
の
特
徴
を
既
知
の
命
橋
本
と
比
較
考
察
し
た

結
果
、
両
者
は
か
つ
て
知
ら
れ
て
い
な
い
刊
本
ま
た

は
写
本
の
ｘ
本
を
共
通
祖
版
と
し
て
派
生
し
て
い
る

こ
と
。
さ
ら
に
前
報
の
部
珍
本
と
も
比
較
考
察
し
た

結
果
、
ｘ
本
は
ま
た
落
丁
な
ど
の
あ
る
部
珍
本
を
主

な
祖
版
に
派
生
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
版
本
系
統
と
変
容
の
経
緯
を
、
図
２

に
整
理
し
て
示
す
。

（
四
）
当
版
（
Ａ
本
）
を
『
訪
古
志
』
は
「
明
代
倣
宋
版
」

と
審
定
し
た
が
、
上
述
の
考
察
よ
り
「
明
・
無
名
氏

刊
本
」
と
す
る
の
が
至
当
で
あ
る
。

（
五
）
当
版
は
少
例
な
が
ら
一
部
に
部
珍
本
以
外
の
字
句

も
窺
え
る
が
、
誤
字
・
欠
字
・
省
略
の
甚
だ
し
さ
は

諸
版
の
筆
頭
で
あ
り
、
典
拠
と
し
て
の
使
用
に
は
不

適
当
で
あ
る
。
ま
た
書
誌
学
的
価
値
も
部
珍
本
に
及

ぶ
も
の
で
は
な
い
。
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学
院
図
書
館
、
な
ら
び
に
台
北
・
故
宮
博
物
院
図
書
館
の
関
係
諸
氏
の
御
厚
意
に
、
衷
心
の
謝
意
を
申
し
上
げ
る
。

文
献
お
よ
び
注

二二二二

巴二二二

（
一
つ
）

ヘヘヘハヘ

ナL』ノーミーピフ言三

レゼゼー曹

へへ

四＝

レン

（
一
）
真
柳
誠
ら
ヨ
金
置
要
略
』

（
二
）
真
柳
誠
ら
ヨ
金
置
要
略
』

四
三
○
頁
、
一
九
八
八
。

清
・
孫
循
翼
の
『
問
経
堂
書
目
』
（
岡
西
為
人
『
宋
以
前
医
籍
考
』
三
八
六
頁
、
古
亭
書
屋
、
台
北
、
一
九
六
九
）
は
、
宋
の
朱
肱
の
校
刊
か
と
疑

わ
れ
る
書
き
ぶ
り
で
『
金
瞳
要
略
方
』
三
巻
の
所
蔵
を
記
す
が
、
そ
の
真
偽
・
存
否
は
不
詳
で
あ
る
。

望
月
三
英
『
医
官
玄
稿
』
巻
一
第
六
○
葉
ウ
ラ
、
蘇
嶺
山
蔵
版
・
須
原
屋
茂
兵
衛
ら
刊
、
江
戸
、
一
七
五
二
（
宝
暦
二
年
）
自
序
。

「
余
毎
慨
今
行
金
置
。
刻
板
佳
者
鮮
美
。
近
幸
得
宋
板
。
以
為
荊
壁
。
迺
刻
之
塾
。
欲
広
子
世
。
」

多
紀
元
簡
『
金
置
玉
函
要
略
方
論
輯
義
』
（
影
印
本
）
、
大
塚
敬
節
ら
編
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
」
（
四
三
）
二
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
○

現
在
こ
の
書
は
台
北
の
故
宮
博
物
院
に
架
蔵
（
旧
観
海
五
○
三
）
さ
れ
て
い
る
。

森
立
之
ら
『
経
籍
訪
古
志
』
（
影
印
本
）
、
大
塚
敬
節
ら
編
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
（
五
三
）
三
九
四
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
一
・

高
島
久
也
ら
は
明
治
十
年
刊
の
『
蹟
寿
館
医
籍
備
孜
』
（
初
編
巻
一
下
・
金
置
要
略
類
第
一
葉
、
善
信
堂
、
東
京
、
一
八
七
七
）
に
当
版
を
記
録
し

て
い
る
。
し
か
し
幕
末
ま
で
の
踏
寿
館
所
蔵
医
書
を
解
説
す
る
本
書
の
性
格
か
ら
し
て
、
こ
の
記
録
が
当
版
の
明
治
十
年
ま
で
の
存
在
を
示
す
と
は

岡
西
為
人
『
中
国
医
書
本
草
考
』
三
○
’
三
二
頁
、
南
大
阪
印
刷
セ
ン
タ
ー
、
大
阪
、
一
九
七
四
。

石
原
明
「
金
置
要
略
解
題
」
、
『
（
影
印
明
刊
）
金
置
要
略
』
一
’
五
頁
、
僚
原
書
店
、
東
京
、
一
九
七
三
。

宮
下
三
郎
「
張
仲
景
方
の
版
本
」
『
中
医
臨
床
』
三
巻
臨
時
増
刊
号
、
一
三
九
’
一
四
九
頁
、
一
九
八
二
。

北
京
図
書
館
ほ
か
『
中
医
図
書
連
合
目
録
』
二
五
九
頁
、
北
京
図
書
館
、
北
京
、
一
九
六
一
・

国
立
故
宮
博
物
院
『
国
立
故
宮
博
物
院
善
本
旧
籍
総
目
（
下
）
』
六
九
五
頁
、
国
立
故
宮
博
物
院
、
台
北
、
一
九
八
三
。
な
お
同
本
を
当
目
録
以
前

に
記
録
し
た
『
観
海
堂
書
目
』
（
九
葉
ウ
ラ
、
一
九
三
二
）
で
は
「
日
本
影
抄
本
」
、
「
国
立
故
宮
博
物
院
善
本
書
目
』
（
三
六
八
頁
、
一
九
六
八
）
で

て
い
る
。
し
か
し
幕
圭

必
ず
し
も
い
え
な
い
。

岡
西
為
人
『
中
国
医
一

に
記
録
し
た
届

は
「
日
本
抄
本
」

と
記
す
。

の
古
版
二
種
に
つ
い
て
の
新
知
見
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
○
巻
二
号
、
一
○
四
’
一
○
六
頁
、
一
九
八
四
。

の
文
献
学
的
研
究
（
第
一
報
）
ｌ
元
・
都
珍
刊
『
新
編
金
置
方
論
』
ｌ
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
四
巻
三
号
、
四
一
四
Ｉ
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二二
己容

（
二
一
）

（
二
二
）

（
二
三
）

（
一
一
四
）

（
二
五
）

（
一
壱
）

（
一
〈
）

（
一
九
）

（
二
つ
）

（
三
）
小
島
尚
真
が
所
見
の
善
本
を
記
録
し
た
『
医
籍
著
録
』
（
自
筆
写
本
、
台
北
・
故
宮
博
物
院
蔵
、
故
観
一
三
九
九
七
）
の
九
葉
オ
モ
テ
に
も
、
『
金

置
』
の
筆
頭
と
し
て
「
明
代
倣
宋
本
」
を
掲
げ
、
そ
れ
に
「
庫
（
医
学
館
書
庫
所
蔵
の
意
）
、
桂
山
（
多
紀
元
簡
）
賊
ア
リ
、
高
六
寸
一
分
巾
四
寸

四
分
、
十
八
行
廿
字
、
序
八
行
十
八
字
」
と
注
記
し
て
い
る
。

（
宍
）
ち
な
承
に
上
掲
注
（
四
）
所
引
文
献
は
「
此
書
則
宋
藥
本
也
」
と
記
す
が
、
こ
れ
は
著
者
の
高
島
ら
が
多
紀
元
簡
の
賊
文
を
う
の
み
に
し
た
た
め
で

「
雑
療
方
」
は
『
金
置
要
略
』
の
第
二
三
篇
で
あ
る
が
、
『
金
置
玉
函
要
略
方
論
輯
義
』
は
こ
れ
を
「
第
二
二
」
と
誤
刻
し
て
い
る
。

豊
田
省
吾
は
本
書
の
凡
例
に
「
倣
宋
本
」
と
記
す
が
、
本
文
の
校
異
で
は
一
律
に
「
宋
本
」
と
記
す
。

豊
田
省
吾
校
訂
『
（
新
校
）
新
編
金
置
要
略
』
（
影
印
本
）
、
久
保
道
徳
ら
『
漢
方
医
薬
学
」
一
八
○
・
一
八
五
頁
、
広
川
書
店
、
東
京
、
一
九
八
四
。

森
立
之
『
金
置
要
略
孜
注
』
（
影
印
本
）
、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
文
献
研
究
室
編
『
漢
方
原
典
孜
注
集
』
（
８
）
五
、
く
七
頁
、

オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大
阪
、
一
九
八
六
。

天
津
中
医
学
院
『
中
国
分
省
医
籍
考
』
（
上
冊
）
一
○
一
六
頁
、
天
津
科
学
技
術
出
版
社
、
天
津
、
一
九
八
四
。

こ
の
よ
う
な
省
略
は
無
名
氏
本
と
煎
橋
本
の
巻
上
・
中
に
集
中
し
て
見
え
る
が
、
他
の
版
本
に
は
い
っ
さ
い
な
い
。

部
隆
一
『
増
一

前
掲
注
（
九
）

長
沢
規
矩
也
［
「
和
漢
書
の
印
刷
と
そ
の
歴
史
」
、
長
沢
先
生
喜
寿
記
念
会
編
『
長
沢
規
矩
也
著
作
集
』
（
二
）
四
八
頁
、
汲
古
書
院
、
東
京
、
一
九

八
三
は
、
「
（
白
口
は
）
北
宋
刊
本
・
南
宋
断
刊
本
及
び
明
の
嘉
靖
以
後
の
刊
本
に
多
し
。
（
中
略
）
元
刊
本
は
黒
口
の
も
の
多
く
、
以
て
明
初
に

及
ぶ
。
正
徳
ま
で
は
黒
口
の
も
の
多
き
故
、
（
以
下
略
）
」
と
い
う
。
ま
た
昌
彼
得
（
「
談
善
本
書
」
『
図
書
印
刷
発
展
史
論
文
集
続
編
』
一
九
一
’

二
○
六
頁
、
文
史
哲
出
版
社
、
台
北
、
一
九
七
七
）
は
、
「
明
正
徳
・
嘉
靖
間
覆
宋
版
漸
多
、
故
版
心
変
為
通
行
白
口
」
「
嘉
靖
間
又
有
開
始
、
将
書
名

改
刻
在
上
象
鼻
内
」
「
版
心
上
方
刻
有
書
名
的
、
絶
不
会
是
明
正
徳
以
前
的
版
本
」
と
い
う
。
つ
ま
り
当
版
の
版
心
は
白
口
で
上
象
鼻
内
に
書
名
が

刻
入
さ
れ
な
い
点
よ
り
、
お
よ
そ
明
の
正
徳
末
か
ら
嘉
靖
間
の
刊
本
と
推
定
し
得
る
．

小
曽
戸
洋
ら
「
漢
方
文
献
の
善
本
を
所
蔵
す
る
図
書
館
と
そ
の
利
用
法
・
一
こ
『
薬
学
図
書
館
』
二
七
巻
一
号
、
二
五
’
三
二
頁
、
一
九
八
二
。

楊
守
敬
『
留
真
譜
初
編
』
（
影
印
本
）
六
五
一
’
六
五
二
頁
、
広
文
書
局
、
台
北
、
一
九
六
七
。

た
だ
し
『
留
真
譜
』
の
図
は
匡
郭
を
左
右
双
辺
に
作
り
、
版
心
内
に
巻
次
・
葉
次
を
刻
さ
ず
、
ま
た
下
魚
尾
の
向
き
が
反
対
の
計
三
点
に
お
い
て
原

書
と
一
致
し
な
い
。
こ
れ
は
『
留
真
譜
』
の
図
が
写
真
影
印
で
な
く
、
臨
写
に
よ
る
摸
刻
で
あ
る
た
め
で
、
同
様
の
例
は
他
に
も
少
な
く
な
い
（
阿

部
隆
一
『
増
訂
中
国
訪
書
志
』
二
頁
、
汲
古
書
院
、
東
京
、
一
九
八
三
）
。

あ
ろ
う
。

所
引
文
献
。
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（
云
）
上
一
八
ａ
六
・
上
二
五
ｂ
七
と
一
○
・
上
二
八
ａ
一
○
・
上
三
○
ａ
五
・
上
三
二
ｂ
三
・
上
四
二
ａ
四
・
中
一
ｂ
一
と
二
・
中
二
ａ
一
○
・
中
五
ａ

五
・
中
一
○
ｂ
一
・
中
三
一
ａ
三
・
中
一
三
ａ
六
と
九
・
中
一
三
ｂ
九
・
中
一
四
ａ
四
・
中
一
五
ａ
七
・
中
二
七
ａ
二
・
下
四
ｂ
三
と
五
・
下
一
七

ａ
一
○
・
下
二
八
ａ
五
な
ど
に
、
前
橋
本
と
一
致
し
な
い
明
ら
か
な
誤
字
が
見
え
る
。

（
昊
）
上
一
九
ｂ
二
・
上
三
一
ｂ
五
・
中
一
ａ
一
○
・
中
七
ａ
七
・
下
一
ｂ
一
な
ど
に
、
繭
橋
本
と
一
致
し
な
い
空
格
が
見
え
る
。

（
二
）
都
珍
本
の
上
二
ａ
一
・
中
六
ａ
二
・
中
一
三
ｂ
一
二
に
あ
る
印
刷
不
鮮
明
な
文
字
を
、
無
名
氏
本
の
上
一
六
ａ
八
・
中
八
ｂ
五
・
中
二
○
ｂ
五
お

よ
び
薊
橋
本
の
上
一
五
ｂ
七
・
中
八
ａ
一
○
・
中
二
○
ａ
一
は
、
い
ず
れ
も
文
字
を
刻
さ
な
い
空
格
に
作
る
。

（
一
六
）
都
珍
本
（
下
一
○
ａ
こ
の
「
再
合
（
津
）
為
一
服
」
は
（
津
）
の
字
が
印
刷
の
か
す
れ
で
判
読
不
能
の
た
め
、
無
名
氏
本
（
下
一
四
ｂ
三
）
と
前

橋
本
（
下
一
四
ｂ
二
）
は
、
い
ず
れ
も
「
再
合
為
一
服
」
と
（
津
）
字
を
除
い
て
刻
し
て
い
る
。

（
一
元
）
都
珍
本
（
中
八
ａ
三
）
の
「
脈
浮
而
（
遅
）
浮
即
為
虚
（
遅
）
即
為
労
」
は
、
二
つ
の
（
遅
）
の
字
が
印
刷
の
か
す
れ
で
判
読
困
難
の
た
め
、
無
名

氏
本
（
中
二
ｂ
一
○
）
は
各
々
を
「
連
」
と
「
運
」
、
漁
橋
本
（
中
二
ｂ
三
）
は
い
ず
れ
も
「
運
」
と
誤
刻
し
て
い
る
。

（
ｇ
）
都
珍
本
の
上
九
ｂ
一
○
・
中
三
ａ
二
一
・
中
九
ａ
五
・
下
一
ｂ
一
三
・
下
三
ａ
四
、
無
名
氏
本
の
上
一
四
ｂ
二
・
中
四
ｂ
六
・
中
一
三
ａ
二
・
下
二

ａ
八
・
下
三
ｂ
一
○
、
罰
橋
本
の
上
一
四
ａ
一
・
中
四
ｂ
二
・
中
一
三
ａ
五
・
下
二
ａ
六
・
下
四
ａ
三
、
な
ど
三
者
の
一
致
し
た
部
位
に
お
い
て
、

本
来
あ
る
べ
き
文
字
や
字
句
が
刻
さ
れ
ず
に
空
格
と
な
っ
て
い
る
。

ヘヘヘヘハ
ー＝＝一一
一一一一一

四三三二二一一
一一一一一

（
二
九
）

（
天
）
た
と
え
ば
無
名
氏
本
と
前
橋
本
の
桑
に
共
通
す
る
、
未
刻
で
黒
く
印
刷
す
る
墨
格
の
部
分
を
無
名
氏
本
の
所
在
（
上
一
ａ
一
と
あ
れ
ば
上
巻
第
一
葉

オ
モ
テ
第
一
行
目
に
あ
る
こ
と
で
、
ウ
ラ
は
ｂ
に
て
示
す
。
以
下
の
注
も
同
様
）
で
挙
げ
る
と
、
下
八
ａ
二
・
下
二
七
ｂ
六
・
下
二
八
ａ
五
な
ど
に

れ
る
。

以
上
を
無
名
氏
本
の
所
在
で
挙
げ
る
と
、
上
一
三
ｂ
八
・
上
二
九
ａ
九
・
中
三
ｂ
三
・
中
九
ｂ
四
・
中
一
○
ｂ
三
・
中
二
ｂ
一
○
・
中
一
五
ｂ

八
・
中
二
二
ａ
一
な
ど
に
見
え
る
。

い
ま
中
国
科
学
院
図
書
館
所
蔵
の
Ａ
本
に
基
づ
く
。

い
ま
明
刊
本
を
影
印
し
た
『
四
部
叢
刊
（
正
編
）
』
子
部
所
収
本
（
酒
芥
楼
、
上
海
、
一
九
三
五
）
に
基
づ
く
。

い
ま
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
の
元
版
に
よ
る
影
印
本
（
暗
原
書
店
、
一
九
八
八
）
に
基
づ
く
。

た
と
え
ば
上
述
の
宋
版
の
旧
態
の
内
、
、
轡
⑨
の
書
式
が
失
わ
れ
て
い
る
。

正
確
に
断
定
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
が
、
前
掲
注
（
一
七
）
の
昌
彼
得
の
記
載
か
ら
す
る
と
、
無
名
氏
本
の
刊
行
は
前
橋
本
よ
り
少
し
早
い
と
思
わ

見
え
る
。
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酋
一
）
も
と
も
と
「
姜
」
は
姓
に
使
用
さ
れ
る
字
で
、
生
薑
・
乾
薑
の
意
味
や
使
用
例
は
ほ
ん
ら
い
な
い
。
た
と
え
ば
現
存
す
る
宋
版
や
元
版
の
方
書
を
見

る
と
、
『
金
置
要
略
』
と
同
様
に
北
宋
校
正
医
書
局
が
初
め
て
刊
行
し
、
そ
れ
を
南
宋
に
復
刻
し
た
『
外
台
秘
要
方
』
［
影
印
本
、
小
曽
戸
洋
監
修

『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
』
（
四
）
（
五
）
所
収
、
東
洋
医
学
研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
］
や
『
備
急
千
金
要
方
』
（
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
所
蔵
）
に

は
、
「
生
姜
」
「
乾
姜
」
の
用
例
が
見
え
な
い
。
ま
た
「
姜
」
が
「
薑
」
の
俗
字
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
管
見
の
及
ぶ
現
存
の
宋
版
方
書
中
、

南
宋
末
に
刊
行
の
『
普
済
本
事
方
』
『
同
後
集
』
（
一
二
五
三
年
序
刊
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
と
『
類
編
朱
氏
集
験
方
」
（
一
二
六
五
年
序
刊
、
台

北
・
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
三
書
に
し
て
も
「
姜
」
「
薑
」
を
混
用
し
て
い
る
。
一
方
、
「
生
姜
」
「
乾
姜
」
の

象
で
表
記
す
る
の
は
元
版
の
『
三
因
極
一
病
証
方
論
』
『
類
編
経
験
医
方
大
成
』
（
以
上
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
、
『
新
刊
傷
寒
直
格
』
（
静
嘉
堂
文

庫
所
蔵
）
、
『
易
簡
方
論
』
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
）
な
ど
に
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
「
姜
」
を
「
薑
」
の
代
り
に
多
用
し
だ
す
の
は
、
お

よ
そ
元
代
以
降
の
傾
向
と
思
わ
れ
る
。

（
豐
）
無
名
氏
本
・
前
橋
本
に
お
け
る
前
掲
注
（
三
七
）
の
空
格
、
（
三
八
）
の
脱
字
、
（
三
九
）
の
誤
刻
が
部
珍
本
の
印
刷
不
鮮
明
に
よ
る
の
は
明
白
な
の

で
、
ｘ
本
の
上
限
年
代
が
鄙
珍
本
の
初
刊
さ
れ
た
一
三
四
○
年
の
近
く
に
遡
る
可
能
性
は
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
ｘ
本
の
依
拠
し
た
鄙
珍
本
も
北
京

大
学
図
書
館
所
蔵
本
と
同
年
代
頃
の
後
印
本
と
考
え
る
な
ら
ば
、
ｘ
本
の
上
限
を
元
末
・
明
初
頃
ま
で
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
北
京
大
学

図
書
館
所
蔵
本
の
補
刻
部
分
は
正
統
・
弘
治
間
（
一
四
三
六
’
一
五
○
五
）
に
刊
行
の
医
書
（
た
と
え
ば
正
統
元
年
刊
『
（
類
編
）
傷
寒
活
人
指

掌
』
、
成
化
四
年
刊
『
全
幼
心
鑑
』
、
成
化
一
○
年
刊
『
新
刊
素
問
入
式
運
気
論
奥
』
、
弘
治
一
八
年
刊
『
袖
珍
大
全
』
。
以
上
は
台
北
・
国
立
中
央
図

書
館
所
蔵
本
）
の
字
様
に
似
る
の
で
、
あ
る
い
は
ｘ
本
の
年
代
も
お
よ
そ
一
五
世
紀
後
半
頃
に
限
定
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
圏
）
鄙
珍
本
に
見
え
る
明
ら
か
な
誤
字
例
の
一
つ
に
、
中
一
ｂ
一
の
「
臣
億
等
校
諸
本
旋
復
花
湯
方
皆
問
」
の
「
問
」
が
あ
る
が
、
無
名
氏
本
・
魚
橋
本

は
い
ず
れ
も
こ
れ
を
「
皆
同
」
に
作
る
。
ま
た
鄙
珍
本
・
上
二
ｂ
二
の
「
少
陰
之
時
陽
始
生
」
を
、
無
名
氏
本
・
前
橋
本
は
い
ず
れ
も
「
少
陽
之
時

陽
始
生
」
に
作
る
．
こ
れ
に
つ
い
て
元
版
『
注
解
傷
寒
論
』
（
蹟
寿
館
影
刊
本
、
一
八
三
五
）
巻
二
第
二
葉
ウ
ラ
第
二
’
一
二
行
の
成
無
己
注
が
「
金

置
要
略
日
」
と
し
て
引
く
同
部
分
の
文
章
に
お
い
て
、
無
名
氏
本
・
前
橋
本
と
同
じ
に
作
る
の
で
、
成
無
己
注
の
使
用
し
た
北
宋
・
金
頃
の
『
（
新

編
）
金
置
要
略
（
方
論
）
』
は
、
都
珍
本
と
こ
の
字
句
が
相
違
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
都
珍
本
の
「
升
半
」
（
中
二
○
ａ
二
）
や
「
佑
佑
」

酋
一
）
「
丸
」
を
「
圓
」
に
改
め
る
の
は
、
「
丸
」
の
発
音
が
北
宋
最
期
の
欽
宗
帝
の
諄
で
あ
る
「
桓
」
の
発
音
と
近
い
こ
と
に
よ
る
嫌
名
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
目
録
の
「
八
味
圓
」
は
北
宋
の
大
字
本
や
少
字
本
の
旧
態
で
は
な
く
、
北
宋
末
期
以
後
の
改
変
に
係
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
南
宋
代
の

改
変
な
ら
ば
、
こ
の
一
例
の
糸
と
い
う
の
は
か
な
り
不
自
然
な
の
で
、
こ
れ
に
元
代
に
な
っ
て
か
ら
の
改
変
と
見
ら
れ
る
。
前
掲
文
献
（
三
）
四
○
三

頁
0
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（'二1〈団長）釦′嚥岬宙畏・嵯嘩骨遥Aj,浄辿甑剤超壗鵬母公異岬「11末升」舟「程程」u&io運饗さJ淨掲岬。

(剛）『脹蚕程幽潔榊』［程哩組（1○)碇而拭姪］,アダ『掃扣H4｣Q鴨蒋押溜郷』′那里弾「雷獣岬tH坦脹里」Aj侃暇ﾔ､蝿．

（呉酬庫駅碇窒皿慨批幽朴鼈4ﾛ庫駅侭・幽臥卜<姪庫駅側）

⑩
御
守

Abibliographicalstudyofthe《《JinguiYaolue''(2)
-The"XinbianJinguiYaolueFanglun''publishedbyananonymousperson

intheMingdynastyanditsrelatededitions-

byMakotoMAYANAGI,HiroshiKOSOTO

（
⑮
い
）

The$JinguiYaolue''(金置要略),originallywrittenbyZhangZhongjing(張仲景)attheendofthe

Dong-Handynasty,wasfirsteditedandpublishedintheBei-Sungdynasty，However,theoriginalBei-

Sung-editionhaslongsincebeenlost,andallofthenowprevalenttextshavemoreorlessundergone

filrthermodifications.Thereibre,thereisnogeneralagreementastowhichtextmostiaithiixlyreHects

theoriginalworkofthe"JinguiYaolue".

ThepresentauthorshavedoneresearchintoextanteditionsinJapan,ChinaandTaiwan,and

havefbundtwooldeditionsofthediffbrentversionsofthe"JinguiYaolue"whichwerepublished

byDengZhen(都珍,theDeng-Zhen-edition)andananonymousperson(theAP-edition)respectively.

(Inthelstreporttheauthorsstudiedthefbrmeredition.)

ItisreportedinthecCKeisekiHokoshi",acatalogueofbookscompiledattheendoftheEdoperiod,

thatMotoyasuTakioncehadacopyoftheAP-cdition(theTaki-book)hereinJapan(butithasbeen

missingsincethattime)．Thereibre,wehaveconductedrcsearchusingacopyoftheAP-editionowned



bytheChinaScienceAcademyLibraryinBeijing(book-A)andanothermanuscriptoftheAP-edition
ownedbvthePalaccMuseuminTaibei(book-B)．Fromthestudy,thefbllowingconclusionshavebeen

〃

made:

1)Book-BisanintermediatemanuscriptbasedontheTaki-bookTheTaki-bookandbook-Aare
difYbrentversionswithinthesameedition.

2)TheAP-cditionwaspublishedbetweentheZhengde(正徳)eraandtheJiajing(嘉靖)eraofthe

middleMingdynasty,anditissupposedthattheDeng-Zhen-editionistheoldestandthattheAP-
editionisthesccondoldestextantcopyofthe､,JinguiYaolue''.

3)ThecomparativestudybetweentheAP-editionandtheYu-Qiao(前橋)-edition(whichiSalready
known)madeclcarthattheybothhadbeenderivedho'nanunknownoriginal,book-X.Thecompara-

tivestudyamongtheDeng-Zhen-edition,theAP-cditionandtheYu-Qiao-editionhasalsomadeclear
thatbook-Xhadbeenmadeii-omacopyoftheDeng-Zhen-edition(whichhasamissingleaf).Rela-
tionsanddiflbrcncesinthetransibrmationsbetweentheseeditionsaresummarizedinFig．2．

4)Thisreasoningleadsustodoubtthevalidityoftheviewexpressedinthe$&KeiseiHokoshi''that
theAP-editionisacopyoftheSung-edition.

5)TheAP-editioncontainingmoremisprints,blanksandomissionsthananyedition,isnotcon-
sideredasareliable(source)text.Therefbre,astudentofmedicalhistoryshouldrefbrtotheDeng-

Zhen-editionwhichhasmuchmorevaluefi･omabibliographicalviewpoint.

（
卜
、
）

③
画
守


